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要旨 

共ឤは㸪他⪅の経㦂をほᐹすることによって⏕じるㄆ知的・ឤ的なᛂでありᑐ人

助に必要な能力である。本研究では㸪⮫ᗋ┳ㆤ実㊶で求められる共ឤについて㸪ᚰ理⮫ᗋ

実㊶とẚ㍑することにより再考した。その結果㸪ᚰ理⮫ᗋ実㊶㡿域では自己指ྥ的な共ឤ

によりクラ࢚ンࢺのࣃーࢸࣜࢼࢯィのኚ化をᚿྥすることが㸪⮫ᗋ┳ㆤ実㊶㡿域では他

⪅指ྥ的な共ឤによりᝈ⪅の་⒪ࡸ┳ㆤにᑐするಙ㢗ឤࡸ✚ᴟ性をಁ進することが必要と

考えられた。今ᚋ㸪ྛ 㡿域で求められている共ឤに㛵するࣅ࢚デンࢫの確❧が必要である。 
 
1. ၥ㢟 
共ឤは他⪅の経㦂をほᐹすることによって個人に⏕じるㄆ知的・ឤ的なᛂであり 1) 㸪

ᑐ人助する上で必要な能力である。ᑐ人助⫋の一✀である┳ㆤᖌも㸪ᝈ⪅とのಙ㢗㛵

ಀを⠏くために共ឤが必要とされており 2) 㸪┳ㆤᖌにとって基本的かつ可Ḟなᢏ⾡とさ

れている 3)  4)。しかし㸪その一方で㸪ᝈ⪅にᑐする共ឤの要ㄳが┳ㆤᖌ自㌟の࣓ンタル࣊

ルࢫをᝏ化さࡏる要ᅉになりかࡡないこと 5) も示されている。実際に㸪┳ㆤᖌの共ឤのᩥ

≧の㛵㐃がሗ࿌さࢺ࢘ーンࣂー 6) では㸪ከくの先行研究において共ឤ⑂ປとࣗࣅࣞ⫣

れている。よって㸪┳ㆤᖌのᝈ⪅にᑐするかかわりにおいて㸪共ឤが㔜要な位置を༨める

と考えられる。 
また㸪┳ㆤᖌの㣴成課⛬においては㸪ᝈ⪅にᑐする共ឤの教育の必要性が指摘されてい

る 7)。しかし㸪その教育方ἲは確❧しているわけではなく㸪探⣴的な教育のヨみが行われ

ているに㐣ࡂない 8) 9) 。これは㸪┳ㆤᖌの㣴成課⛬において㸪共ឤを教育するලయ的方ἲ

が明示されていないことがཎᅉの一つと考えられる。そのため㸪┳ㆤᖌの共ឤの教育方ἲ

について㸪ᨵめて᳨ウする必要があࢁう。 
そこで本研究では㸪まࡎ㸪⮫ᗋᚰ理ኈࡸබㄆᚰ理ᖌの㣴成課⛬における共ឤの教育につ

いてࣟࣕࢪーࢬのᩥ⊩を୰ᚰにᴫほする。そのᚋ㸪⮫ᗋ┳ㆤ実㊶の共ឤをᴫほすることに

より㸪ᚰ理⮫ᗋ実㊶と⮫ᗋ┳ㆤ実㊶における共ឤの␗同について᳨ウする。そのᚋ㸪基♏

研究における共ឤにゐれ㸪ᚰ理⮫ᗋ実㊶ࡸ⮫ᗋ┳ㆤ実㊶で要ㄳされる共ឤを再考する。 
  

2. ⤖ᯝ⪃ᐹ 
(1) ᚰ⌮⮫ᗋᐇ㊶ࡿࡅ࠾ඹឤ 
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⮫ᗋᚰ理ኈࡸබㄆᚰ理ᖌといったࢭラࢺࢫࣆはᚰ理⒪ἲをクラ࢚ンࢺに行うが㸪共ឤ

はこうしたᚰ理⮫ᗋ実㊶における基本的なᢏ⾡とされている 10) 。共ឤは㸪クラ࢚ンࢺの

ィに⫯定的なኚ化をもたらすとされており㸪「⒪的な人᱁ኚᐜのための必ࢸࣜࢼࢯーࣃ

要にして༑分な᮲௳ 11)」によりヲ⣽がつ定されている（Table 1）。それによると㸪➨一᮲௳

は「ࢭラࢺࢫࣆとクラ࢚ンࢺがᚰ理的な᥋ゐを保っていること」㸪➨᮲௳は「クラ࢚

ンࢺは自己一⮴な≧ែにあって㸪ᚰ理的にയつきࡸすくᏳな≧ែにあること」㸪➨୕᮲

௳は「ࢭラࢺࢫࣆは自己一⮴している≧ែで㸪Ᏻ定し⤫ྜされており㸪ありのままの自分

でいられること」㸪➨ᅄ᮲௳は「ࢭラࢺࢫࣆはクラ࢚ンࢺに↓᮲௳の⫯定的㓄៖を経㦂し

ていること」㸪➨᮲௳は「クラ࢚ンࢺの内的照ྜ枠を共ឤ的に理ゎしており㸪クラ࢚

ンࢺにఏえようとしていること」㸪➨භ᮲௳は「ࢭラࢺࢫࣆの共ឤ的理ゎと↓᮲௳の⫯定的

㓄៖がクラ࢚ンࢺにఏわっていること」である 11) 。そのうち㸪➨୕᮲௳の自己一⮴㸪➨

ᅄ᮲௳の↓᮲௳の⫯定的㓄៖㸪➨᮲௳の共ឤ的理ゎはࢭラࢺࢫࣆഃに㔜要なጼໃࡸែ度

とされており㸪ᚰ理⒪ἲにおいてこれらの᮲௳が特に㔜どされている。 
まࡎ㸪➨୕᮲௳の自己一⮴とは「ࢭラࢺࢫࣆは自己一⮴している≧ែで㸪Ᏻ定し⤫ྜさ

れており㸪ありのままの自分でいられること」である（Figure 1）。Rogers 12)によると自己一

⮴した≧ែとは自己ᴫᛕとయ㦂が一⮴している≧ែであり㸪ࢭラࢺࢫࣆがᚰ理⮫ᗋ実㊶に

おいて㸪クラ࢚ンࢺにఏえるゝⴥをࢭラࢺࢫࣆ自㌟のែ度と一⮴さࡏる必要性を示して

いる。また㸪クラ࢚ンࢺは㸪自己ᴫᛕとయ㦂が一⮴の≧ែにあるためᏳが高い≧ែ

にあるとされており㸪ࢭラࢺࢫࣆからఏえられる共ឤを通してクラ࢚ンࢺが自己一⮴し

ていくと考えられている 12) 。なお㸪ࢭラࢺࢫࣆはクラ࢚ンࢺとの㛵ಀにおいてのみ一⮴

していれば༑分とされており㸪ࢭラࢺࢫࣆ自㌟が日ᖖ⏕活においていつも一⮴しているこ

とはそもそも可能であると考えられている 13) 。このように㸪ᚰ理⮫ᗋ実㊶においては㸪

クラ࢚ンࢺにᑐして㸪自己一⮴した上での共ឤがࢭラࢺࢫࣆに求められているのである。 
ḟに㸪➨ᅄ᮲௳の↓᮲௳の⫯定的㓄៖とは「ࢭラࢺࢫࣆはクラ࢚ンࢺに↓᮲௳の⫯定

的㓄៖を経㦂していること」であり㸪ࢭラࢺࢫࣆは᮲௳付きではなくありのままのクラ

をཷᐜすることが求められるࢺン࢚ 12) 。つまり㸪ࢭラࢺࢫࣆによる↓᮲௳の⫯定的㓄៖が㸪

クラ࢚ンࢺのཷᐜされたឤぬをᙉめ㸪自⏤なឤ⾲現をಁすのであࢁう。 
最ᚋに㸪➨᮲௳の共ឤ的理ゎとは「ࢭラࢺࢫࣆはクラ࢚ンࢺの内的照ྜ枠を共ឤ的

に理ゎしており㸪クラ࢚ンࢺにఏえようとしていること」であり㸪ここでの内的照ྜ枠

は個人の่⃭にᑐする考え方ࡸᤊえ方㸪ឤじ方を指す 12) 。つまり㸪共ឤ的理ゎとは㸪ࢭラ

のように考え㸪ᤊえ㸪ឤじるかを自分がయ㦂したかのぢる世界をࢺン࢚がクラࢺࢫࣆ

のように理ゎし㸪クラ࢚ンࢺにそのయ㦂をఏえようとすることである。 

➨一᮲௳ がᚰ理的な᥋ゐを保っていることࢺン࢚とクラࢺࢫࣆラࢭ

➨᮲௳ クラ࢚ンࢺは自己一⮴な≧ែにあって㸪ᚰ理的にയつきࡸすくᏳな≧ែにあること

➨୕᮲௳ は自己一⮴している≧ែで㸪Ᏻ定し⤫ྜされており㸪ありのままの自分でいられることࢺࢫࣆラࢭ

➨ᅄ᮲௳ に↓᮲௳の⫯定的㓄៖を経㦂していることࢺン࢚はクラࢺࢫࣆラࢭ

➨᮲௳ にఏえようとしていることࢺン࢚の内的照ྜ枠を共ឤ的に理ゎしており㸪クラࢺン࢚はクラࢺࢫࣆラࢭ

➨භ᮲௳ にఏわっていることࢺン࢚の共ឤ的理ゎと↓᮲௳の⫯定的㓄៖がクラࢺࢫࣆラࢭ

Table 1 ⒪的な人᱁ኚᐜのための必要にして༑分な᮲௳（Rogers, 1951）
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このように㸪自己一⮴㸪↓᮲௳の⫯定的㓄៖㸪共ឤ的理ゎは㸪⮫ᗋᚰ理ኈࡸබㄆᚰ理ᖌ

が共ឤ的にᚰ理⒪ἲを行う上で可Ḟなᢏ⾡である。しかし㸪これらはࢭラࢺࢫࣆのᢏ⾡

ㅮ義的に提示するのみでは⩦ᚓが㞴しいとされていࡔែ度に㛵する教育であるため㸪たࡸ

る 14) 。そのため㸪⮫ᗋᚰ理学においては㸪ࢫーࣃーࡸࢬࣂ研ಟを通して共ឤの教育が㛗

ᮇにわたって実施されている 15) 16) 。このように㸪ᚰ理⮫ᗋ実㊶に㛵する共ឤはたࡔᢏ⾡を

⩦ᚓするのみでなく㸪ࢭラࢺࢫࣆの内的な自己一⮴なのែ度を⋓ᚓする必要があるため

に㸪㛗ᮇの㣴成課⛬が必要と考えられる。 
 

(2) ⮫ᗋ┳ㆤᐇ㊶ࡿࡅ࠾ඹឤ 
┳ㆤᖌのᝈ⪅にᑐする共ឤは㸪ᝈ⪅のឤの୰に㌟をᢞじる能力とされており 17) 㸪ᝈ⪅

にᑐする理ゎを῝め㸪ᝈ⪅をᏙ⊂からゎᨺしຠ果的な┳ㆤࢣを⏕みฟし㸪ᝈ⪅のⱞ③を

㍍減するために᭷ຠなែ度 18) とされている。このように㸪┳ㆤᖌのᝈ⪅にᑐする共ឤは㸪

⮫ᗋᚰ理ኈࡸබㄆᚰ理ᖌと同ᵝに⮫ᗋ実㊶の上で基本的かつ可Ḟなᢏ⾡とされている。 
しかし㸪┳ㆤᖌのᝈ⪅にᑐする共ឤについて㸪⊂自の定義ࡸ教育方ἲのࢥンࢭンࢫࢧが

ᚓられているわけではない 19) 20) 。そのためか㸪┳ㆤᖌは⮫ᗋ実㊶でᝈ⪅にᑐして共ឤする

ことにᅔ㞴をぬえることも少なくない 21) 。また㸪⮫ᗋ┳ㆤ実㊶における共ឤをᚰ理⮫ᗋ実

㊶の共ឤと同ᵝのものとみなす場ྜもある 22) 。ᚰ理⮫ᗋ実㊶における共ឤはクラ࢚ンࢺ

のࣃーࢸࣜࢼࢯィにኚ化のಁ進することをពᅗするが 12) 㸪⮫ᗋ┳ㆤ実㊶における共ឤはᝈ

⪅のᚰ理的なⱞ③のప減ࡸ་⒪ࡸ┳ㆤにᑐする⫯定的なጼໃのಁ進をពᅗする 18) 。この

ように㸪ᚰ理⮫ᗋ実㊶と⮫ᗋ┳ㆤ実㊶の共ឤは␗なるពᅗで行われているにもかかわらࡎ㸪

┳ㆤᖌが共ឤをᚰ理⮫ᗋ実㊶のものと同一どまたはΰ同することにより㸪⑂ᘢする一ᅉと

なっている可能性がある。 
共ឤをᚰ理⮫ᗋ実㊶と⮫ᗋ┳ㆤ実㊶でΰ同することによるᘢᐖは㸪ྛ㡿域のᵓ㐀をᴫほ

しても理ゎすることができる。⮫ᗋᚰ理ኈࡸබㄆᚰ理ᖌがࢭラࢺࢫࣆとしてクラ࢚ンࢺ

に行うᚰ理⮫ᗋ㠃᥋では㸪ᴫࡡ 1 㐌㛫から 1 か᭶の㛫に 50 分㹼100 分⛬度の㠃᥋を実施す

るのが一般的である。そのため㸪ᚰ理⮫ᗋ実㊶におけるࢭラࢺࢫࣆのクラ࢚ンࢺにᑐす

るかかわりはᴟめて限定的であることから㸪ࢭラࢺࢫࣆが自己一⮴することはẚ㍑的ᐜ᫆

であると考えられる。他方㸪┳ㆤᖌは㸪こうした限定的なᵓ㐀はᏑᅾしない。そのため㸪

Figure 1 自己一⮴と自己一⮴（Rogers,1951）

自己一⮴がከい≧ែ自己一⮴がከい≧ែ

自己ᴫᛕ య㦂 自己ᴫᛕ య㦂
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➨᮲௳ にఏえようとしていることࢺン࢚の内的照ྜ枠を共ឤ的に理ゎしており㸪クラࢺン࢚はクラࢺࢫࣆラࢭ

➨භ᮲௳ にఏわっていることࢺン࢚の共ឤ的理ゎと↓᮲௳の⫯定的㓄៖がクラࢺࢫࣆラࢭ

Table 1 ⒪的な人᱁ኚᐜのための必要にして༑分な᮲௳（Rogers, 1951）
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⮫ᗋ┳ㆤ実㊶における共ឤを㸪ᚰ理⮫ᗋ実㊶における共ឤと同じとした場ྜ㸪┳ㆤᖌは

ົ㛫のከくを自己一⮴しなければならない。その結果として㸪┳ㆤᖌは度㔜なる自己一

 。共ឤによってᚰ㌟が⑂ᘢしていくと考えられるࡸ⮴
௨上から㸪ᚰ理⮫ᗋ実㊶における共ឤをそのまま⮫ᗋ┳ㆤ実㊶における共ឤに当てはめ

ることによって㸪┳ㆤᖌの࣓ンタル࣊ルࢫをᝏ化さࡏていると考えられる。さらに㸪㏆年

の┳ㆤ研究では㸪┳ㆤᖌのឤ⟶理 ឤつ๎ࡸ (24 (23 25) といったᴫᛕがὀ目されており㸪

┳ㆤᖌのᝈ⪅にᑐする共ឤのᚰ的㈇担が┳ㆤᖌにとって大きなၥ題となっていると考えら

れる。そのため㸪⮫ᗋ┳ㆤ実㊶に༶した共ឤを再定義し㸪共ឤの方を教育する方ἲを考

することがᛴົであࢁう。 
 
(3) ⮫ᗋ┳ㆤࡿࡅ࠾ඹឤࡢᐃ⩏ 
 ㏆年の共ឤ性に㛵する基♏的な研究では㸪他⪅のឤをṇ確に理ゎするⅬに㔜きをおく

ㄆ知的ഃ㠃と㸪他⪅のឤにᑐする௦理的な動ᛂに㔜きを置く動的ഃ㠃が定され

ている 26) 27) 。Davis 28) は共ឤ性を 定するために㸪共ឤのㄆ知㠃と動㠃を考៖したᑐ人

ᛂ性指ᶆ（Interpersonal Reactivity Index: IRI）を開発しており㸪日本∧も開発されている

29) 。IRI は㸪4 下位ᑻ度でᵓ成され㸪「どⅬ取ᚓ」が他⪅のᚰ理的ほⅬをとࢁうとするഴྥ

を㸪「ീ性」が他⪅のឤࡸ行動に自㌟をᢞᙳしてീするഴྥを㸪「共ឤ的㓄៖」が他

⪅にᑐして同し㓄៖するഴྥを㸪「個人的ⱞᝎ」が他⪅のⱞしࡴ場㠃におけるᏳࡸᛌ

なのഴྥを 定している 30) 。同ᑻ度 30) は㸪ㄆ知的ഃ㠃の「どⅬ取ᚓ」と「ീ性」㸪

動的ഃ㠃の「共ឤ的㓄៖」と「個人的ⱞ③」に分㢮する方ྥ性と㸪Ᏻឤを示す他⪅をぢ

て自分もᏳになる自己指ྥ的ഃ㠃の「ീ性」と「個人的ⱞᝎ」㸪Ᏻឤを示す他⪅をぢ

てれみࡸᛣりをឤじる他⪅指ྥ的ഃ㠃の「どⅬ取ᚓ」と「共ឤ的㓄៖」に分㢮する方ྥ

性がそれࡒれ௬定されている。このように㸪共ឤは自己指ྥ・他⪅指ྥ的な共ឤに分㢮さ

れるのである。 
 ᚰ理⮫ᗋ実㊶における共ឤが⒪的な人᱁ኚᐜのための必要にして༑分な᮲௳ 11) の自

己一⮴㸪↓᮲௳の⫯定的㓄៖㸪共ឤ的理ゎを㔜どするⅬを考៖すると㸪クラ࢚ンࢺにᑐ

する自己指ྥ的な共ឤが必要であࢁう。これは㸪ࢭラࢺࢫࣆにクラ࢚ンࢺのయ㦂を㏣య

㦂するような共ឤが求められるためである。こうした自己指ྥ的な共ឤがクラ࢚ンࢺに

「わかってもらえた」య㦂をもたらし㸪クラ࢚ンࢺのࣃーࢸࣜࢼࢯィに⫯定的なኚ化を

ཬࡰす 31) 。こうした自己指ྥ的な共ឤの㐩成はࢭラࢺࢫࣆのᚰ的㈇担も大きいため㸪上㏙

したᚰ理⒪ἲのような限定的なᵓ㐀でなければ㐩成できないのであࢁう。 
一方㸪⮫ᗋ┳ㆤ実㊶における共ឤでは㸪「どⅬ取ᚓ」ࡸ「共ឤ的㓄៖」といったᝈ⪅の❧

場に❧った他⪅指ྥ的共ឤが適ษであると考えられる。これは㸪⮫ᗋ┳ㆤにおいてᝈ⪅に

ᑐして⏕活指ᑟする場㠃があることから↓᮲௳の⫯定的㓄៖が㞴しく㸪ᝈ⪅のែによっ

ては┳ㆤᖌがᝈ⪅のそれを㏣య㦂するように共ឤすることも㞴しく㸪㛗㛫の自己一⮴自

యがそもそもᅔ㞴である 13) ためである。また㸪⮫ᗋ┳ㆤ実㊶における共ឤの目的は㸪ᝈ⪅
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の་⒪ࡸ┳ㆤࢣにᑐする✚ᴟ性ࡸಙ㢗ឤをಁ進することであり㸪ࣃーࢸࣜࢼࢯィに⫯定

的なኚ化をもたらすことが目的ではない。௨上から㸪他⪅指ྥ的な共ឤが┳ㆤᖌに必要な

共ឤと考えられる。 
 
(4) ┳ㆤᖌᑐࡿࡍඹឤࡢᩍ⫱ 
 共ឤの教育にあたって㸪ᚰ理⮫ᗋ実㊶と⮫ᗋ┳ㆤ実㊶とにおいて大きな㐪いがある。ま

実際のࡸࣞࣉ㸪ᚰ理⮫ᗋ実㊶では㸪⮫ᗋᚰ理ኈを㣴成する指定大学㝔においてࣟールࡎ

⮫ᗋ実㊶におけるࢫーࣃーࢬࣂの一環として行われる ン࢘では㸪カࢬࣂーࣃーࢫ。 (32

ᚰ理⒪ἲの会話のグ㘓である㏲ㄒ㘓を用するのが一般的であるࡸングࣜࢭ 33) 。さらに㸪

大学㝔をಟしたᚰ理⮫ᗋのึ学⪅は㸪そのᚋもࢫーࣃーࢬࣂを⥅⥆したり㸪学会の研

ಟにཧ加したりすることによって㸪共ឤをはじめとしたᚰ理⮫ᗋ実㊶のᢏ⾡を研㛑する

32) 。そのため㸪⮫ᗋᚰ理ኈࡸබㄆᚰ理ᖌは㸪㣴成ᶵ㛵にᅾ⡠しているから共ឤをࣞࢺー

 。ングするᶵ会が㇏ᐩであり㸪༞ᚋの研㛑のᶵ会も実していると考えられるࢽ
一方㸪┳ㆤᖌにおいても㸪ᝈ⪅にᑐする共ឤに↔Ⅼ化したࣞࢺーࢽングも実㊶されてい

るが㸪とࢇが▷ᮇ的に行われているのみである 20) 。さらに㸪会話の㏲ㄒ㘓からࢫーࣃ

ーࢬࣂもされているわけではない。そのため㸪┳ㆤᖌにᑐして共ឤを教育するᶵ会自య

が少ないと考えられる。また㸪┳ㆤᖌの㣴成課⛬においてᏳ┤に共ឤの教育をዡບするこ

ともጇ当ではないであࢁう。その理⏤として㸪┳ㆤᖌ㣴成課⛬の場ྜ㸪少ᩘの教ဨがከᩘ

の学⏕に教育・実⩦するのにᑐし㸪⮫ᗋᚰ理ኈの㣴成課⛬の場ྜ㸪ከᩘの教ဨが少ᩘの大

学㝔⏕の教育を担当するためである。このように㸪共ឤするᢏ⾡を┳ㆤの㣴成課⛬におい

て教育することは現Ⅼではᵓ㐀的に㞴しいと考えられる。 
 
3. ⤖ㄽ 
本研究では㸪ᚰ理⮫ᗋ実㊶と⮫ᗋ┳ㆤ実㊶において求められる共ឤについてのᩥ⊩をᴫ

ほした。その結果㸪⮫ᗋᚰ理ኈࡸබㄆᚰ理ᖌがࢭラࢺࢫࣆとしてクラ࢚ンࢺにする共ឤ

とは㸪ࢭラࢺࢫࣆ自㌟が自己一⮴ࡸ↓᮲௳の⫯定的㓄៖㸪共ឤ的㓄៖といった自己指ྥ的

な共ឤによりクラ࢚ンࢺのࣃーࢸࣜࢼࢯィのኚ化をᚿྥするものであった。一方㸪┳ㆤ

ᖌのᝈ⪅にᑐする共ឤとは㸪他⪅指ྥ的な共ឤによって㸪ᝈ⪅の་⒪ࡸ┳ㆤにᑐするಙ㢗

ឤࡸ✚ᴟ性をಁ進するものであった。そのため㸪┳ㆤᖌのᝈ⪅にᑐする共ឤの教育では㸪

他⪅指ྥ的な共ឤを教ᤵし㸪自己指ྥ的な共ឤによる࣓ンタル࣊ルࢫへのᘢᐖを教育する

必要がある。 
 
4. 㝈⏺ㄢ㢟 
 本研究は㸪ᚰ理⮫ᗋ実㊶と⮫ᗋ┳ㆤ実㊶における共ឤの先行研究をẚ㍑することにより㸪

共ឤの再定義と教育について᳨ウした。これらはᩥ⊩的᳨ウであるため✵理✵論である可

Re-examining empathy for the assisted person in clinical psychology practice and clinical 
nursing practice: From literature review  Takahiro IMAIDA・Mami IMAIDA 

4 

⮫ᗋ┳ㆤ実㊶における共ឤを㸪ᚰ理⮫ᗋ実㊶における共ឤと同じとした場ྜ㸪┳ㆤᖌは

ົ㛫のከくを自己一⮴しなければならない。その結果として㸪┳ㆤᖌは度㔜なる自己一

 。共ឤによってᚰ㌟が⑂ᘢしていくと考えられるࡸ⮴
௨上から㸪ᚰ理⮫ᗋ実㊶における共ឤをそのまま⮫ᗋ┳ㆤ実㊶における共ឤに当てはめ

ることによって㸪┳ㆤᖌの࣓ンタル࣊ルࢫをᝏ化さࡏていると考えられる。さらに㸪㏆年

の┳ㆤ研究では㸪┳ㆤᖌのឤ⟶理 ឤつ๎ࡸ (24 (23 25) といったᴫᛕがὀ目されており㸪

┳ㆤᖌのᝈ⪅にᑐする共ឤのᚰ的㈇担が┳ㆤᖌにとって大きなၥ題となっていると考えら

れる。そのため㸪⮫ᗋ┳ㆤ実㊶に༶した共ឤを再定義し㸪共ឤの方を教育する方ἲを考

することがᛴົであࢁう。 
 
(3) ⮫ᗋ┳ㆤࡿࡅ࠾ඹឤࡢᐃ⩏ 
 ㏆年の共ឤ性に㛵する基♏的な研究では㸪他⪅のឤをṇ確に理ゎするⅬに㔜きをおく

ㄆ知的ഃ㠃と㸪他⪅のឤにᑐする௦理的な動ᛂに㔜きを置く動的ഃ㠃が定され

ている 26) 27) 。Davis 28) は共ឤ性を 定するために㸪共ឤのㄆ知㠃と動㠃を考៖したᑐ人

ᛂ性指ᶆ（Interpersonal Reactivity Index: IRI）を開発しており㸪日本∧も開発されている

29) 。IRI は㸪4 下位ᑻ度でᵓ成され㸪「どⅬ取ᚓ」が他⪅のᚰ理的ほⅬをとࢁうとするഴྥ

を㸪「ീ性」が他⪅のឤࡸ行動に自㌟をᢞᙳしてീするഴྥを㸪「共ឤ的㓄៖」が他

⪅にᑐして同し㓄៖するഴྥを㸪「個人的ⱞᝎ」が他⪅のⱞしࡴ場㠃におけるᏳࡸᛌ

なのഴྥを 定している 30) 。同ᑻ度 30) は㸪ㄆ知的ഃ㠃の「どⅬ取ᚓ」と「ീ性」㸪

動的ഃ㠃の「共ឤ的㓄៖」と「個人的ⱞ③」に分㢮する方ྥ性と㸪Ᏻឤを示す他⪅をぢ

て自分もᏳになる自己指ྥ的ഃ㠃の「ീ性」と「個人的ⱞᝎ」㸪Ᏻឤを示す他⪅をぢ

てれみࡸᛣりをឤじる他⪅指ྥ的ഃ㠃の「どⅬ取ᚓ」と「共ឤ的㓄៖」に分㢮する方ྥ

性がそれࡒれ௬定されている。このように㸪共ឤは自己指ྥ・他⪅指ྥ的な共ឤに分㢮さ

れるのである。 
 ᚰ理⮫ᗋ実㊶における共ឤが⒪的な人᱁ኚᐜのための必要にして༑分な᮲௳ 11) の自

己一⮴㸪↓᮲௳の⫯定的㓄៖㸪共ឤ的理ゎを㔜どするⅬを考៖すると㸪クラ࢚ンࢺにᑐ

する自己指ྥ的な共ឤが必要であࢁう。これは㸪ࢭラࢺࢫࣆにクラ࢚ンࢺのయ㦂を㏣య

㦂するような共ឤが求められるためである。こうした自己指ྥ的な共ឤがクラ࢚ンࢺに

「わかってもらえた」య㦂をもたらし㸪クラ࢚ンࢺのࣃーࢸࣜࢼࢯィに⫯定的なኚ化を

ཬࡰす 31) 。こうした自己指ྥ的な共ឤの㐩成はࢭラࢺࢫࣆのᚰ的㈇担も大きいため㸪上㏙

したᚰ理⒪ἲのような限定的なᵓ㐀でなければ㐩成できないのであࢁう。 
一方㸪⮫ᗋ┳ㆤ実㊶における共ឤでは㸪「どⅬ取ᚓ」ࡸ「共ឤ的㓄៖」といったᝈ⪅の❧

場に❧った他⪅指ྥ的共ឤが適ษであると考えられる。これは㸪⮫ᗋ┳ㆤにおいてᝈ⪅に

ᑐして⏕活指ᑟする場㠃があることから↓᮲௳の⫯定的㓄៖が㞴しく㸪ᝈ⪅のែによっ

ては┳ㆤᖌがᝈ⪅のそれを㏣య㦂するように共ឤすることも㞴しく㸪㛗㛫の自己一⮴自

యがそもそもᅔ㞴である 13) ためである。また㸪⮫ᗋ┳ㆤ実㊶における共ឤの目的は㸪ᝈ⪅
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能性もྰめない。そのため㸪今ᚋは本研究からᑟฟされたྛ㡿域で求められる共ឤについ

て㸪実ド的な調査に基づいたࣅ࢚デンࢫの確❧がᛴົである。 
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能性もྰめない。そのため㸪今ᚋは本研究からᑟฟされたྛ㡿域で求められる共ឤについ

て㸪実ド的な調査に基づいたࣅ࢚デンࢫの確❧がᛴົである。 
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